



















































































































































仙台方言のチャにおける「発言権の確保J (玉懸 2000) や東京方言のジャンにおける「共
有すべき認識の提示J (松丸本誌)など、他方言においても見られるようである。本稿で



























(28) A: 仮に 30 人来るとするガー
B: うん













また、その使用は第 1 発話に限られる。 (31) B は潜在的共有知識の活性化になり、 B'は
感嘆を伴う「よくぞ聞いてくれました! j というようなニュアンスになる。この場合、 C
のようにデを用いることが多いようである。




























































































































B: 知らないガー(私が知ってるわけないでしょ! ) 
(63) A: 俺の腕時計探すの手伝ってくれなL 、か?
B: 知らないガー(私にいわないでよ! ) 
また上記 (62) (63) はいずれも「知らない十ガー」とし、う形式をとるが、両者には多少の













































1) 若年層談話の話者: A (1977 年生まれ、生え抜き、女性)と筆者
中年層談話の話者: A (1 964 年生まれ、生え抜き、男性) . B (1 949 年生まれ、県内他
市町村出身、女性)・ C (1949 年生まれ、県内他市町村出身、男性)
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